
 

 
 

 
 

 
 
                   ～課題を課題のままにしない取組を～ 

  
 県学力定着状況確認問題が終了し、これからは児童生徒及び保護者の方へ答案の返却や

個人票の配付が行われていきます。復習をする中で、児童生徒がわからなかったことがわ

かるようになったり、できなかったことができるようになったりして、学ぶことの楽しさ

や達成感を感じられるようになることが大切なことだと思います。児童生徒の学ぶ意欲が

高まっていけるように働きかけを進めていきましょう。 
 

１ 「学びなおしの場」で「わかる喜び・できる楽しさ」を味わう機会を増やし、児童生

徒の学ぶ意欲を高める。 

 左側の問題は、４月に行われた全国学力・学習状況調査の小学校６年生の算数で、課題

となった問題です。右側の問題は、今回の確認問題で出題した同様の問題です。あくまで

も一例ですが、課題が改善されていないことがわかります。今回の確認問題で浮かび上が

った課題をそのままにせず、学びなおしのための時間を大切にしていきましょう。 
 

令和５年度全国力・学習状況調査         令和５年度山口県学力定着状況確認問題 

小学６年生 算数 大問２（４）          小学校６年生 算数 大問５（４） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 学びなおしの際には、『やまぐちっ子学力向上だより 137 号』でもお知らせしましたが、

やまぐちっ子学習プリントの活用が有効です。御活用ください。 
 
 
 
 
 
 

（ＣＢＴシステムから示される復習問題） 

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子 ～ 高めよう授業力 育てよう学習力～ 
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徹底活用！ ＣＢＴ 

 正答率 
山口県 18.2％ 
全 国 20.8％ 

 

 正答率 
山口県 23.7％ 

 



２ 解答類型を分析して、児童生徒のつまずきを把握する。 

 
● ＣＢＴシステムの設問別一覧から、「どの設問、どの観点で正答率が低いか」に着目し、

分析の対象設問及び観点を絞り込んで、分析します。 
 

 
 
 
 

 
 

 

● ＣＢＴシステムでは、下のような解答類型から、「正答」「多くの児童生徒に見られる

誤答」「特定の児童生徒に見られる誤答」を確認することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

● 児童生徒の解答状況に応じて、より効果的な取組を進めていきましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 ３ クロス集計を活用して、学力向上の取組を進める。 

 

ＣＢＴシステムの管理者画面から、クロス集計を見 

ることができます。クロス集計の分布に着目すること 

で、学級の全体的な傾向を把握することができます。   

また、学級全体の傾向だけでなく、どの児童生徒が 

どこに位置しているのかも把握することが可能です。  

学びなおしが必要な児童生徒の顔を思い浮かべるこ 

とが、指導改善のスタートになると思われます。 

 課題を課題のままにしないように、組織的な学びなおしの仕組みを作り、児童生徒

の学習改善につなげていきましょう。 

正答 多くの児童生徒に見られる誤答  特定の児童生徒に見られる誤答  

学級の傾向か、学年全体

の傾向か、学校全体で継続

した課題であるかを検討し

ます。 

解答のよさを分析し、価

値付けることで、次につな

がるヒントを見つけます。 

児童生徒一人ひとりのつ

まずきの背景について分析

し、個別で学びなおしの場

を設定します。 

Ｄ


